研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　東病棟　　　　　職　種　ケアワーカー　　　氏　名　　松橋　益信

	期　　間　　平成　22年　9月　8日　～　平成　22年　9月　8日

	出張目的　　若年性認知症フォーラムに出席のため

	出 張 先　　東奥はちのへホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜第1部 若年性認知症者に必要な支援＞

座長：青森県高齢福祉保健課　副参事　　　田中　孝幸

講演：若年性認知症社会参加支援センター　ジョイント所長　　　比留間　ちづ子
【研修要旨】

　若年認知症の受診状況
（平成20年実態把握調査：4専門機関）
・受診の年齢平均は56.6歳、（発症年齢は48.8歳）
・発症から診断確定までの期間：1年未満39％確定　診断から3年以上要する場合あり。
・診断確定時の重症度　：軽度21％、中等度30％　重度38％（以上は愛媛大学）
・高齢期認知症は、脳血管性障害（CVA）が最も多い。
・若年性認知症は、アルツハイマー型56％、CVA7％、前頭側頭型3％
若年性認知症に現実的課題
・中年～壮年期の発症・職業機能は真っ盛り
・病気による生活の中断
・経済的問題／家庭の困惑
・社会的な離脱と孤独
・進行と介助／介護の将来不安
若年認知症への対応課題
・ライフサイクルに応じた生活自立支援
・若年認知症への一般的・専門的理解の普及・啓発
・若年特有の障害構造の把握（残存能力の評価）
・早期発見と治療環境の整備
・リハビリテーション（ICF対応）・二次障害の予防
・ADL維持・就労継続／地域活動への移行の援助

・家族・周辺社会への支援とコミュニケーション
・地域生活の介護と支援体制
・増悪期の医療・終末期への対応
共有したいこと
・若年認知症の理解への糸口を得る
・若年認知症の人の行動は、意思をはっきり伝える
「若年認知症への対応」を知る事によって、「高齢認知症のケア」の質が変わる。
・適切な治療とケアが、後々の人生と処遇に影響する
・最も有効な資源は、スタッフ・サポート・サポーター・社会資源の整備
　ジョイントメンバーから

・参加メンバーの活動内容

・メンバーからのメッセージ

【研修に関する考察】

　自分が思っていたよりも発症されている方が多いことに驚かされました。法令も現状に追いついていない中で、ジョイントを立ち上げた比留間氏の言葉には説得力があり、どの内容にも頷くばかりでした。

スライドを併用したことで視覚的に分かりやすかったというより、比留間氏の持つエネルギーが、発せられる言葉にしっかり伝わってこちらに届いたので、ジョイント参加者の特徴が非常に分かりやすかったです。若年性認知症者は高齢の認知症者と違い、エネルギッシュであると伺いました。その方々のエネルギーを受け止めておられるのも、納得しました。また、若年性認知症者はプライドが高く、それゆえ自分への怒りや自責の念が強いとも伺いました。比留間氏のそのプライドを傷つけない関わり方、

その患者様のプライドが、いかにして出来上がったのかを見つけ出す観察力、ほんの僅かでも自分のものにしたいと、一心に聞き入っていました。

　『行動には必ずその理由がある。』という比留間氏の言葉が最も印象に残りました。当たり前のことで尚且つ非常にシンプルですが、これしかないだろうと。ケアにあたるこちら側が、どこまで相手側の気持ちや立場に近づけるかが、一番大切だと思いました。比留間氏が患者様の症状をつぶさに観察した後、患者様のかつての習慣や経歴を導き出したことを話されていた時、うれしそうに見えたのは私だけではないはずです。自分自身、どれだけ相手の立場・気持ちに近づけるか、比留間氏から頂いたエネルギーを、今後の自分の人への関わりに活かしていきたいと思いました。

＜第2部 若年性認知症の支援体制（パネルディスカッション）＞

パネリスト：青森県立保健大学健康科学部　看護学科　　吹田　夕紀子

　　　　　　認知症の人と家族の会　青森地域世話人　　小山内　篤子

　　　　　　財団法人　こころすこやか財団　　松倉　典子

　　　　　　若年性認知症社会参加支援センター　ジョイント所長　　　比留間　ちづ子
　　　　　　医療法人　青仁会　理事長　　千葉　潜

【研修要旨】
若年性認知症者を取り巻く環境
・早期発見、診断の難しさ
・世間の偏見、屈辱感
・失職による社会的役割の喪失
・経済的問題（医療費、生活費、学費、各種ローン）
・家族の将来に対する不安
・介護家族の身体的・精神的な負担増
・車の運転の問題
・社会資源の問題

これからの若年性認知症支援策の概要

・若年性認知症に対する理解の促進
・早期発見、医療、介護の充実
・雇用継続や就労の支援
・障害者手帳の早期取得や障害基礎年金

【研修に関する考察】

若年認知症やその家族と向き合ってきた方々が口を揃えていたのが、行政の対応の遅さ・悪さだったところと、第1部同様に、患者様一人一人に合ったケアが重要だというところでした。推定発症が平均51・3歳という事で他人事とは思えないところもありました。理事長の一言には、ハッとさせられました。もしも自分が発症したら？正直想像できませんでした。もう一歩踏み込んだ心構えを持って、話を聞くべきだったと反省しています。

　反省点がもう一つあります。県内初めての若年性認知症サロンとして「ゆうき（結喜）」が、若年性認知症サポートセンターとして「ゆえみ（結笑）」が既に設立、運営されていたことを、今回のフォーラムに参加して初めて知った事です。今後自分の周囲で若年性認知症で困っている方がいたら、ぜひとも紹介したいと考えています。

　今回の経験を活かし、若年性認知症に関しては今後進んでいくであろう支援策の情報を、それ以外のことでも常に自分の身に置き換え、知識を吸収していこうと思いました。　
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